












































































































































































































































































６ jえば２つの が１つの となってklがmればどうだろうnoのなら
pqはrsになったとすることができるtuのがvwされるならxのyがない
かぎり１I２JI１は	られないことになるだろう
はのにされてこそのものである	つの
にが
それぞれどのようにされたかをさせてみたい

をめてみようにられたは
にしてそ
のものとしてとされたではないことのは たちが!"され
る#$に%らかであるを&した たちは'()
に*+なものとして,-されていることに./されたい01を2するこ
との34は'を5うが67のきな/89:(;の<=)の>?の
@AとされるところにあるここでののBCはいわばものとしての
DにもましてとしてのDにこそEめられていたといえよう
ここでFGのHIからJK	つの
のLMをめてみたい

１N たちにOねられた(P１ムナ)はQRにSじである
 のQRはSTの１ムナからそれぞれにUなったTをたことになる
FGVKのHIからここでのに./してみようはWX!"にな
されるから たちのYZは[みなく\えられることになるもっとも
STの]^Iから_まるかかる`aならはこれがbcdTの!"
としてなされてかわるところはなかったであろう

１N たちがeされたTはスタートfIにおいてSじでは
ないgマタイのhiにおいてはjkの!"はのdTにられた
Dをlmにnられているopにきな
のOeはこれがきいとい
うことだけからでもきなTのDをqんでr8sはないはずである
tuのnにおきかえてみよう の!"はDXなどWXでvられ
たではないT(PDT)をlmにがはかられるならこのコンテ
クストでは たちの!"はwxをyしているはずである
(７)
zしここで
はhiを{|にうけとることにしよう}~ではhiにおけるdTの
( )	
(７) もっともこのようなxはに!"のlmをWXにかえるだけでくわけではない
たとえばこのhiにおいてはどちらの も
(
)をWjさせたというIでは
Sじであろうしかしこの# のいずれがたるかはWXだけからはなお
r%ではなかろうかのからえてみようがならに５

のにがあろうjなら２
のにもの
はyりそうである
がのなしたをしくっているとして	
のちにをめ
たい
のち
つのはともにのをているとしてみようこのと
きつのにおいて	
はじちをしたことになるのだろうか
１をみられたいはたちのをにしていた
はいわばこのに じてそれぞれに! しい"#をかれらに$
%したのである	
は&にもこののを'()*したこと
になった+であるたしかにのはあらためて,-されただろ
う./しかしここでなされた	
はのについて
のの01を2えたわけではない34の56を7)89の:;とい
う<りで=えるならここに>られた34は34?としてはゼロである
１をみてみようここでのはたちのを@らないようであ
る
.８/
のがには@られないABかれらはCしく"をDさ
れてもっともであった
.９/
はたちのEりから&かれらの
をはじめて@ることになる
	
のちはFGHであるIのJKとLなってここではと
&の@MNOが2-していることにPQかれようの&のR5
はの4SをうけてTUに2わることになっているCしくVえられ
ていたWXののYはZのTにあたって[められることになっ
. /
.８/ 	
のが\ばれながら]Jするが３だけであるのは^_だろうかある`a
によると	
とはbcをあらわすdef	
ムナの	
もじくbcをあらわすところであ
るとされているghというテキストBにfiをjみとこうとするならklなmnであろ
うただしこのo	
pノートqではfをrってこのようなfiのdeHstは=え
られていない.u`Qきvwghをjむxoルカyzhqでたどるイエスの{|ペー
ジ}~

	 w/なおこのようなdeHstとはLなるがわたしたちが	

4ShをjむJKにも4ShBのfはさほどになfをしてはいないこと
をQしておこう
.９/ 34がcくないNOではCYの$%はじTきさのをリスク./を
にして>させることになる>のTきさだけをめざすならあるにc"を$
%しても>はじであろう
たである
たちへの	のありようは
ののにかかるようである
なるほどつのはそれぞれににじたからぬ	で
あったかもしれないしかしながらここでにねられるは
からなることにかえってみたい
のは とされていたにとっての!"はあとの#の
のため$%&を'(いなく)すことにあったはずであるかかる*+に
みるなら,の-けだけのため./な01を2らすことは3くはなかろ
うたしかにあとの45は
にではないしかし67に
かれのは8	に9:ではないおそれがある,における01は
,の-けにもまして#のため,から;しい<=を>ることに?け
られるべきであった@9:なのAのBにCDをEけたことは
<=FGという#をHなうIれがあったともいえよう
JK

をLまれたとしてみるLまれたをMNすることはと@O
	LまれたのうちということなのだろうかあるいはをMNす
J K
JK PQのRSについてはTU	OVPQとWXYPQがZ	されてきたつのP
Qはその#きさを[しくしているのだろうか\に]われてきた]いではあるがここに
はなお]われなかった]いが^されているようであるこのノートの]_`との!a
でbしばかりcれておくここでYPQのdeをfえてみようYとはいわば
ghのレベルにあってJiWX<=KもののレベルJ	PQKにあるわけではないY
のYたるゆえんはこのYがjUのklの#きさをmnさせjUへのGoてをpえ
るところにあるはずであるたしかにqrの	PQはそれだけをとるなら#きけれ
ば#きいほどよいだろうしかしYdならそのsましさはqrklの#きさとは
!tむしろjUのklのFGとの!aでuvされることになるはずであるwここで
ののようにqrのは,jUのが#であるとfえてみるjUの#は
qrの,から>られる<=をxってこそはじめてyzされることになるYのポイン
トは,に{#きい|klJPQKを>ることではなく#への{;しい|<=JPQK
を>ることにあるたしかに,にあたっては
に}~かの<=がPできる45
もあろうしかし
のこの<=はなお@lさを^しているかもしれない,の
lはklにえて#への<=をもにFGさせるのである<=のFGがkl
のFGにましてなコンテクストがあるとしてみようかかる45
にある<=は
むしろそのPを:くにvSすることを5とさせるOVdがあるたとえばある
のように
のV<=にじたのBはV<=にかなエラーでも^る
りましいyzはない
るということはまれたとはいいかえれぱの	は
の
の	としてされるのだろうかなからするなら
	
のするところはむしろこちらのにあるだろうこ
のとき	はのによくなされたといえるのだろうかわたし
たちはの	だけをとりあげてみようのはむしろ
にをなした !なにもましてあの"け#にもみえるの
にあることを$じてみたい
%にも&べるように'(あるいはをなすことの	はの
	としてある)*もない)*もあるは+#の,でを-し
ないかもしれないからである.がした	として/されるな
らすることは01つののであることにもなるここには
いささか23な45が6じているようであるなぜならのは

ののからはじまるが7めてこののが08いて
されねばならないことになるからである9:の9
の:の の	は$;の%からはメタのレベルに
てがないことになっているかくみるならの	は<ずやどこか
の=>で+#の,で?@されねばならないはずである
わたしたちはのとはがABCけをDてされてい
ることをいうものと;EしようたとえばFGにはHIによるの
はJKなどからLMちされてできるかもしれないNO
あるいはPにJKをQしたのはレベルのRSにおいて7
めてHIでできるかもしれないNOたしかにたちは
こぞってを'(したとはいえようしかしテキストにみるTり
なかたちでをしようとしたは"け#にもみえるだ
けであったのではなかろうか
NO
UつのVWにこのはVXをYでくるん
N O
NO9.Zの[:にいうように6きた[なら\は]^に_められたとき`んでaくのb
をcぶことになる`んだdeなら]に_められるTり`んだままである"け#の
のfるgいはこのようであったのかもしれない
だり１にめている

１	
ここでこのような
がむだろうあいをえてみよう	に
わたしたちのならでくるまれるとはのがさせられる
あるいはときにとしてわれることにがりそうである	
にめられるとはとしてがされることをわせるのではなか
ろうか	と を!"#に$えてみよう	 はこの%&にでくる
まれるかめられた'である	%&の()はを*+されるべき,
がんだとして-.されたことをしているのではなかろうか	んだも
のなら/0はない	1かった,は1かったままの23で45されたこ
とを
するはずである	
 は67からの89にとともににされることが:しく
ない	でくるむことについてはいささかの;<が=>かもしれない	6
?の@ABCからDEFGされるHくのIJKLのMN#なOPはQ
RのSTUのVWIJであったことがXられるようである	ここでYZ[
にKされたVWのIJはこのようなYZIJをにいれるかたちで\
YZで]7た^_に`まれていたという	
もちろんこのようなabはcdをeぐためのものであったろう	いささ
かfgするがhiの^jされた@kJをわせるかもしれない	ここに
えるならにくるまれた１ムナとは１ムナを1かったことのVWの45
lmによるVWの
にnしいといえるかもしれない	opな%&の
は
かれの1かった１ムナがVWとしてあったことを
するともいえるので
はなかろうか	

 
 ハンカチなどはのqを`んだりラビのお,の4rなどにsいられたらしいとの
t
があるuvwtxきyIzJを{むページ	
 ,|をなどに`むことは}の89をも~させるかもしれない	いわゆるのでみ
られる`むことの8である	ここでのににこの１ムナがのから`まれて
%&にされていたらどうであったろう	VWになりならこの`みはむしろ
かれてとりだされねばならない	においてはここから98#なが*+されるこ
とになるい	%&たちはEされたかたちにりA,|をすることで
	
をたしたことになるのかもしれない	こそが	
であるのなら
これはお,のいをてするとtしているDEのいたちをも~ させるとこ
ろである	
はの	
	
をしなかったわたし
たちのとのではここでこのようながけれられなかっ
たをしておくがあるなるほどは１ムナをにけ
て を!ぐことが"ではあったろうしかし を!ぐことと
にまつわる#らいはいわば$%の&'にかかわる(であろうこの)の
*+であるの,りでいうならの-りはむしろ の.
/$%の01にもましてがからの23の4を56とけ7め
たことにあったのではなかろうかいわばの8はの9:の;
4が<;とうけとられたことへの8とすることも=>よう?@Aの
たちにあってはBCされた3DはEDたちにFめてGされ
ているのであるBCの01はの&'のHであったことになる
なお8とのIについていうならこのJKでののLMがみすご
せないはNOのMPによってQかれたとあることにR
SしてほしいTUいVだそのMPのゆえにおWをQこうルカXちな
みにマタイではTMPのゆえにXのYZはないここでは[
+のと	のの\が]にS^されているといっ
てよかろう

の_`のaさがよくbわれるはずである
	
とはまことにMPのcdでのであった
４ ムナのえとな
わたしたちはW)にefをgじくするhつのi(ムナがjつのk
 
 lmのn#opでは	
はむしろn#とqされつつこれがgr
にn#におけるアカウンタビリティであるとうけとられているのではなかろ
うかsにhtのたちのなかにはむしろはn#とuをgじくするなど
vwもされないかもしれないこのようなopでのxyzはアカウンタビリティのS{の
|がりを,'してこれをあいまいな[+の}~から\させ%たという0で
あったろうKなn#におけるxyzはon#におけるがター
ムになされるということn#という#のをってのn#にくされるとする
きをてたかもしれないしかしn#あるいはn#のはむしろにあっ
たということこそ%ではなかろうかここにはなn#のいみというべ
きものがあるかもしれない
のでどのようなをえられているかを	の
からめて
みたをかえこの４ではにあるつのなった
の	なをしてみたいのにるなら
	や
にわるつのなったにはらかの
がりがみられるのではなかろうか１と２がテキストである
つのの をとりだしてみよう!"の	らいはつの#ム
ナ$に%&され'の#()な*+,$に-められているこのような
./なにこれをぐ01など2めようはずもないと3われるかもし
れないしかし	にめるならどうだろうここではを45す
る6789にたちかえりの89のレベルに	なを:
えてみたいつのは;<の=>とは'?の@AあいをBさないだろう
かにCDちののポイントをEF#GHIプロットとJん
でみたい$にK+しておこうすなわち にLMする67プロット
 NいのにOPするプロット つのにあってQのにR
Sにおかれるプロットである
わたしたちはTUつのはその6789であるプロットがV
WのようにPXしてO.していることをYZしここからRSとなっ
でいるプロットの@Aするところに[\の]^を_みてみたい
 つのの`aプロット
つのをともに	にかかわるものとbえてみようの`a
においてつは	をじくcdにしているはずであるefにYZして
みようghijのgkljがあるhiのmにおいてklnはg(oj
であるklnとplnのにはg(qjがrっているg	jが82さ
れplnは	をsってtuされることになっているv,のtuと!
"への.wはxyにzずしも@を{ていない
# $
 つののプロット
１ な
	
からぐにもみれるからはじめたいなお
はそれぞれのでぶことにしておく
	
の は!"１に#のと$%のの&に'じ
ている!"２にとの は$%のと#のの&
に(られることになる

の)*に+,してみよう!"の１に-は./01の.2
31である!"の２では./01は45していないの)*は
	67の.891:;<など1の.=>?@1であろう
ABのCDをみてみよう!"の１にCDのEFはGHによってい
るIJKなかたちではLMへのNOはない!"２においてテキ
ストはABCDの(をLMPQRとともに45させる
がLMの,SのTUこそはつの!"をVけるWXKなYZであろ
う
あえてLMの[6を\うなら!"の１に]^LMにかかわ
る_`は]^LMのabがなかったあってはならないことにおかれ
ている!"の２にのcは]^LMがabされたこと
されてよいにある
	CDのあとのdたefをみてみよう!"の１には>6のg
hをうけるところである!"の２ではどうだろうはある[6
ijにもklさえdているのではなかろうか
ABのmからみるとき7のの`はnoなくいわばpYK
 
	 エージェンシーの@qではrsなとがとという#つの
テクニカルタームでてtuされているvwのNxづかいにとはyくの
z{をとることからのq|にはやや}~#がじられるかもしれないたとえば
ならあるいはここでの.}な?@1のようにときに?@
とさえばれるかもしれないRのをみられたいここでは	テキスト
を!"にあげたこともあってQしたののをけるためEFKには
ををとz{することにしたごいただきたい
にもあるかのくであるこのようにえるならなプロットの	
はこれが
されないところでもされたかたちでこれらのの
にれていることをさせないだろうかともあれのについ
てはなおとについてのがされていないままであるわ
たしたちがする	はここでもいだされるだろうか
２ な 
!"の#$はないものの%&から'(に)される	を
な と
*+
,んでおきたい
*+ 
-.１*ムナの/え+に01は23っている01は45にあって
67の89を:;するすべもない-.２ではどうだろう01
は<ら89に=わらないにせよ67をチェックできるほどの>くに
いるようである
*	+
?@にいうならAムナの/えBに67の89はいわばCD
されているE5AFなGH1の/えBでは67のDIはむし
ろ01のJHにすぎないだろう
*
+
FなGH1はこのようなJHK
Lの	から89のFFとはMに89はそのNOにも01
* +
*+ とは%&Oな
はないがPQにRSるというほどのTUで
あるわたしたちはとのVつの&にこれをWなったプロットとしてして
みたただしここではふれないがについてはルカAムナのたとえBにあたるマ
タイの-.では01の23ちのコンテクストはXYしたがって01にZかうは

されていない
*	+ 01はまわりからの[げ\を]き^_い`をとっている[げ\をする1は 67
の>くにいて01の>くにもいるわけである01と67は>abにいることになるな
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にいう の!であろう
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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のおわりに+わたしが5にな
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の２で
はどうだろうかはFG	
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はCられているこのときこのIはJりであることになる
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ルカルカパチョリをごじだろうかルカはの	
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uvとの|ごせな
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